
 

今日
き ょ う

は、斎藤
さいとう

一人
ひ と り

という人がつくっ

た「五月
ご が つ

の詩
し

」を紹介
しょうかい

します。 

 

私
わたし

はいつも小
ちい

さな    

幸
しあわ

せをかぞえます 

一つかぞえると    一つ花
はな

が咲
さ

きます 

二つかぞえると    二つ花が咲きます 

たちまち私の心
こころ

は  いちめんの 

お花畑
はなばたけ

に変
か

わります 

 

今週は、「小さな
ちい    

幸せ
しあわ  

」を数
かぞ

えてみましょう。 

「友達
ともだち

があいさつしてくれた」「友達
ともだち

が話
はなし

を聴いて
き   

くれた」

「友達
ともだち

と一緒
いっしょ

に遊んだ
あそ    

」「友達
ともだち

と一緒
いっしょ

に勉強
べんきょう

した」 

「勉強
べんきょう

が分かった
わ    

、できた」「先生
せんせい

にほめてもらった」

「給 食
きゅうしょく

がおいしい」「掃除
そ う じ

をしたら学校
がっこう

がきれいになった」 

たくさんあるはずです。幸せ
しあわ  

を感じる
かん    

のも、とっても大事
だ い じ

な力
ちから

なのです。さぁ、いくつ探せ
さが  

るでしょうか。 

                     村越 新  

しあわ 


